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3.11 フーチングの設計（レベル１地震動） 
 

3.11.1 オプション 
 

3.11.1.1 一般 

 
 

橋軸方向の曲げモーメント照査位置 

橋軸方向のモーメントに対する断面照査位置を指定します。 

“Ｒ部無視”、“0.2Ｒ内側”、“入力する”から指定します。 

“Ｒ部無視”を指定すると、円形断面や小判断面でも柱端部位置を照査位置とします。 

“0.2Ｒ内側”を指定すると、柱端部から円直径の０．１倍分内側（半径の０．２倍）位置を

照査位置とします。 

“入力する”を指定すると、任意の位置を曲げモーメントの照査位置に設定できます。 

“入力する”を指定すると“詳細ボタン”が有効になります。 

“詳細...”ボタンをクリックすると曲げモーメント照査位置の設定 ダイアログ ボックス

HIDD_DLG_FOOTING_MOMENT_POSを表示します。 

※矩形断面のように円形部が無い場合は“0.2Ｒ内側”を指定しても“Ｒ部無視”の場合

と同じです。 

 

橋軸直角方向の曲げモーメント照査位置 

橋軸直角方向のモーメントに対する断面照査位置を指定します。 

“Ｒ部無視”、“0.2Ｒ内側”、“入力する”から指定します。 

“Ｒ部無視”を指定すると、円形断面や小判断面でも柱端部位置を照査位置とします。 

“0.2Ｒ内側”を指定すると、柱端部から円直径の０．１倍分内側（半径の０．２倍）位置を

照査位置とします。 

“入力する”を指定すると、任意の位置を曲げモーメントの照査位置に設定できます。 

“入力する”を指定すると“詳細ボタン”が有効になります。 

“詳細...”ボタンをクリックすると曲げモーメント照査位置の設定 ダイアログ ボックス

HIDD_DLG_FOOTING_MOMENT_POSを表示します。 

※矩形断面のように円形部が無い場合は“0.2Ｒ内側”を指定しても“Ｒ部無視”の場合

と同じです。 

 

上側引張時の有効幅の取扱 

上側鉄筋の曲げモーメントに対する照査時に使用する有効幅の取り方を指定し

ます。 
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“柱幅”を指定した場合は、柱基部の柱全幅とします。 

“底版幅”を指定した場合は、底版全幅とします。 

“柱幅＋d”を指定した場合は、柱基部の柱全幅に有効高（ｄ）を加算した幅としま

す。 

※有効高は、道路橋示方書（平成８年１２月）以前の場合は下側鉄筋の有効高

を、道路橋示方書（平成１４年３月）の場合は上側鉄筋の有効高を参照します。 

 

下側引張時の有効幅の取扱 

下側鉄筋の曲げモーメントに対する照査時に使用する有効幅の取り方を指定し

ます。 

“標準（柱幅+2d）”を指定した場合は、柱基部の柱全幅の左右に有効高（ｄ）を加

算した幅とします。 

“底版幅”を指定した場合は、底版全幅とします。 

 

曲げ照査時の部材幅の取扱 

曲げモーメントに対する照査を行う場合の部材幅を、“部材幅で計算”とするか、“単位

幅で計算”とするかを指定します。 

単位幅（１ｍ当たり）で計算する場合は、作用力も単位幅換算します。 

 

鉄筋応力度の照査位置 

鉄筋の応力度照査を“最外縁鉄筋位置”または“鉄筋図心位置”から指定しま

す。 

 

部材の状態 

応力度照査時の部材を“気中部材”として計算するか“水中部材”として計算する

か指定します。 

鉄筋の許容応力度に影響します。 

 

 

曲げモーメント照査位置 設定ダイアログ ボックス 

 
 

フーチングの曲げモーメントの照査位置を設定します。 

照査位置Ｘは、柱中心位置からの距離で設定します。 
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3.11.1.2 作用力 

 
 

下側引張時の計算に上載土を考慮する 

下側鉄筋に対する照査時に、フーチング上載土を作用力として考慮する場合は

チェックします。 

 

 

 

3.11.1.3 せん断力 

 
 

せん断照査時の部材幅の取扱 

せん断力に対する照査を行う場合の部材幅を、“部材幅で計算”とするか、“単位幅で

計算”とするかを指定します。 

単位幅（１ｍ当たり）で計算する場合は、作用力も単位幅換算します。 

 

せん断照査時に参照する軸方向鉄筋 

せん断照査に用いる引張鉄筋量を参照する軸方向鉄筋を、“鉄筋量の大きい方”、

“レベル１地震時”、“レベル２地震時”から指定します。 

“鉄筋量の大きい方”を指定すると、フーチングのレベル１地震動とレベル２地震動の

照査結果から、鉄筋量の大きい方を参照します。いづれか未計算の場合は、計算済

みの方を参照します。 

“レベル１地震時”または“レベル２地震時”を指定するとそれぞれレベル１地震動時ま

たはレベル２地震動時の照査結果の配筋を参照します。 
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せん断スパンによる補正を行う 

せん断スパンによる許容せん断応力度の補正を行う場合はチェックします。 

※適用道路橋示方書が平成６年２月以前の場合は、ディープビームによる割増

しによる補正を行うかどうかの指定となります。 

※道路橋示方書（平成８年１２月）の場合は、せん断スパンによる補正を行う場合

でも、上側引張時の計算の場合にはせん断スパンによる補正は行いません。 

 

せん断スパンの上限値のチェックを行う 

杭基礎の場合のせん断スパンの計算値が最外縁杭位置を越えているかどうかをチェ

ックする場合はチェックします。 

チェックを行う場合は、せん断スパンを「柱端から最外縁杭位置までの距離」以下とな

るように調節します。 

※適用道路橋示方書が平成１４年３月の場合のみ有効です。 

 

上側引張時に1/2H位置の照査を行う 

上側引張時のせん断照査位置を1/2H位置とする場合はチェックします。 

※適用道路橋示方書が平成１４年３月の場合は、常に1/2H位置で照査を行うの

で、この設定は無効になっています。 

 

1/2Ｈ以内の許容せん断応力度を２倍にする 

1/2Ｈ以内の許容せん断応力度照査を行う場合の２倍の割増を行う場合はチェックし

ます。 

 

許容せん断応力度の割増を２倍に制限する 

許容せん断応力度の割増の上限を２倍に制限する場合はチェックします。 
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3.12 フーチングの設計（レベル２地震動） 
 

3.12.1 オプション 
 

3.12.1.1 一般 

 
 

基礎反力の取扱 

杭基礎による作用力の取り方を、“自動設定（参照）”とするか、“入力する”とする

かを指定します。 

自動設定する場合は、レベル２地震動時の基礎の計算結果を用いて計算しま

す。 

※道路橋示方書の適用年度が平成１４年３月の場合は直接基礎の基礎反力の

入力は指定できません。 

 

曲げ照査時の部材幅の取扱 

曲げモーメントに対する照査を行う場合の部材幅を、“部材幅で計算”とするか、“単位

幅で計算”とするかを指定します。 

単位幅（１ｍ当たり）で計算する場合は、作用力も単位幅換算します。 

 

直接基礎のｈGの算定式 

直接基礎の場合に用いるフーチング底面から慣性力の作用位置重心位置までの高さ

ｈGの算定式を“式-１”または“式-２（水平震度含む）”から指定します。 

式-１ 

FPU

FFPPUU
G WWW

yWyWyWh
++

×+×+×
=  

 

式-２（水平震度含む） 

GFFPFU

FGFPFPUFU
G khcWkhcWkhcW

ykhcWykhcWykhcWh
×+×+×

××+××+××
=  

 

地震動タイプの計算範囲 

計算対象とする地震動タイプの範囲を“タイプⅠ地震動のみ”、“タイプⅡ地震動のみ”、
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“両タイプで計算”から指定します。 

 

柱のレベル２地震動データを参照する 

直接基礎の場合の地盤反力や任意死荷重を計算するための計算ケースの指定など

のデータを柱の設計（レベル２地震動）の設定値（上部構造の慣性力データ）を参照

する場合はチェックします。 

この指定をチェックした場合は、フーチングの設計（レベル２地震動）の上部構造の慣

性力データの設定は行えません。 

 

 

 

3.12.1.2 作用力 

 
 

全鉛直力に上載土を考慮する 

せん断地盤反力を求める場合に用いる鉛直力に上載土分を考慮する場合はチェック

します。 

※部材断面力には必ず考慮されます。 

※この指定は直接基礎の場合に有効です。 

 

下側鉄筋計算時に上載土を考慮する 

レベル２地震動時の下側鉄筋に対する照査時に、フーチング上載土を作用力と

して考慮する場合はチェックします。 
 

全鉛直力に浮力を考慮する 

全鉛直力の計算に浮力による作用力を考慮する場合はチェックします。 

※この指定は直接基礎の場合に有効です。 

※地震時に浮力を考慮しない場合は、この指定に関わらず浮力を考慮しません。 

 

部材の計算に浮力による作用力を考慮する 

部材計算時に、浮力による上向きの作用力を考慮する場合はチェックします。 

※地震時に浮力を考慮しない場合は、この指定に関わらず浮力を考慮しません。 

 

任意荷重（死荷重）を考慮する 

部材計算時に、任意荷重の内、死荷重分を作用力として考慮する場合はチェックしま
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す。 

 

 

 

3.12.1.3 せん断力 

 
 

せん断照査時の部材幅の取扱 

せん断力に対する照査を行う場合の部材幅を、“部材幅で計算”とするか、“単位幅で

計算”とするかを指定します。 

単位幅（１ｍ当たり）で計算する場合は、作用力も単位幅換算します。 

 

せん断照査時に参照する軸方向鉄筋 

せん断照査時に参照する軸方向鉄筋を、“鉄筋量の大きい方”、“レベル１地震

動時”、“レベル２地震動時”から指定します。 

“鉄筋量の大きい方”を指定した場合は、レベル１地震動時の照査で設定した軸

方向鉄筋とレベル２地震動時の照査で設定した軸方向鉄筋を比較し、大きい方

を採用します。いずれか片方しか計算していない場合は、計算している方としま

す。 

“レベル１地震動時”を指定した場合は、レベル１地震動時の照査で設定した軸

方向鉄筋を参照します。 

“レベル２地震動時”を指定した場合は、レベル２地震動時の照査で設定した軸

方向鉄筋を参照します。 

 

せん断照査に用いる作用力 

せん断照査に用いる作用力を、“全作用力を考慮する”とするか、“許容応力度法と同

じ”とするかを指定します。 

“全作用力を考慮する”を指定した場合は、杭頭水平反力と杭頭曲げモーメント（杭基

礎）、せん断地盤反力（直接基礎）も作用力に考慮します。 

“許容応力度法と同じ”を指定した場合は、杭頭水平反力と杭頭曲げモーメント（杭基

礎）、せん断地盤反力（直接基礎）は作用力に考慮しません。 

 

せん断照査位置 

直接基礎のレベル２地震動時の下側せん断照査位置を、“底版先端からB/20位置”と

するか“柱端からH/2位置”とするかを指定します。 
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せん断スパンの計算に全作用力を用いる 

せん断スパンの計算に用いる作用力の内、鉛直力以外（全作用力）による曲げモーメ

ントも含める場合はチェックします。 

全作用力を考慮する場合は、杭頭水平反力と杭頭曲げモーメント（杭基礎）、せん断

地盤反力（直接基礎）による曲げモーメントも含んだ作用力でせん断スパンを計算しま

す。 

前項目の“せん断照査に用いる作用力”を“許容応力度法と同じ”を指定した場合は、

常に鉛直力による曲げモーメントのみを考慮し、この項目は無効となり設定できませ

ん。 

※レベル１地震動の場合は、鉛直力のみしか作用力として考慮しないため、常に鉛直

力のみの曲げモーメントで計算します。 

※任意荷重のモーメント集中荷重は、鉛直力による曲げモーメントに含めます。 

 

せん断スパンの上限値のチェックを行う 

杭基礎の場合のせん断スパンの計算値が最外縁杭位置を越えているかどうかをチェ

ックする場合はチェックします。 

チェックを行う場合は、せん断スパンを「柱端から最外縁杭位置までの距離」以下とな

るように調節します。 

※適用道路橋示方書が平成１４年３月の場合のみ有効です。 

 

 

 

3.12.1.4 版としての照査 

 
 

せん断鉄筋の入力方法 

版としての照査に用いるせん断鉄筋の入力方法を、“はりとしての照査を参照”または

“別途入力”から指定します。 

“別途入力”を指定した場合は、版としての照査の計算実行時に、計算に用いるせん

断鉄筋の設定を行います。 


